　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第77号　発行日：令和4年1月20日
　（一社）日本労働安全衛生コンサルタント会埼玉支部

　　　・℡　０４８－６４９－８６１７　　・Fax　０４８－６４９－８６１８

・〒　３３０－０８０４　　　さいたま市大宮区堀の内町１－１１６－１　安藤ビル３F　　　　　
・支部URL　https://jashcon-saitama.com/
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令和4年を迎え謹んで新年のお慶びを申し上げます。昨年は、新型コロナウイルスワクチンの接種が開始され、12月には新規陽性者数が1週間全国平均で300人を割っていましたが、年末年始を迎え帰省などの影響もあるのか、1月5日現在では、1週間の全国平均が800人を超える状況となっています。第6波の入り口に突入しているように思われます。また、「緊急事態宣言」が出されることが危惧されます。
当支部についてもWithコロナの新たな支部活動が再開されましたが、期待されるような活動ができるか心配されます。皆様方におかれましても3回目のワクチン接種と共にマスクの着用、手指の消毒等従来の感染対策を継続されお身体に気を付けご活躍くださるようご祈念申し上げます。

（事務局広報部）
ニュースの主な内容
■研修部だより

新年明けましておめでとうございます。
研修部会主催のイベントはコロナの影響により、昨年の9月18日（第125回支部研修会）
以降は中断した状態が続いています。
年末の頃はコロナの陽性者発生が終息するのではと想定し、3月の研修会（併せて、情報
交換会という名の懇親会）や見学研修会の候補対象の選定を進めておりました。
ただ、ここにきてオミクロンの影響で沖縄や東京などの陽性者が劇的に増えてきておりま
すので、これらのイベント計画は再度仕切り直しになりそうです。
幸いに、支部のリモート環境に会員の皆様も使い慣れてきておりますので、リモート形式の
研修でも円滑に運用することができています。
今年も昨年に引き続き支部研修会への参加をよろしくお願いいたします。
（森玄正研修部長）
■事務局だより

（１）令和3年度第2回臨時幹事会（Web）が令和3年12月11日（土）にリモート会議方式で開催されました。
    ①支部長報告
来年度、本部理事の改選があります。第21期理事候補推薦で南関東ブロックは３名枠です。南関東ブロック４支部あるため今のままでは、第21期の持ち回りでは埼玉支部の枠はありません。本部推薦枠などで東京支部は毎年2名の理事の実績があるので、東京支部の推薦枠の中から1名枠を譲ってもらえないか東京支部に相談中です。
②事業部会報告事項
・企画部より、例年通り支部事業部会のプロフィール作成（ＨＰ）の更新時期となりますのでご協力をお願いします。
・研修部より、9/11の幹事会時点では11月に見学研修会を、12月に外部講師による支部研修会の開催を予定しておりましたが、3月頃まで延期となります。
　　・業務部より、今年度支部事務所相談件数：13件（12月10日現在）（前年同期：7件）。成約状況としては概ね達成できていると思われますが、確定情報を得たものではありません。その理由として、経過状況報告が記入されていないところがありますので周知徹底するようお願いします。また、支部事務所当番は、11月1日より通常業務（10：00～16：00）になりまた。
②事務局報告事項
・総務部より、事業部会員1名及び団体入会1件がありました。
・広報部より、SSHCONニュース76号を10月4日に発行しました。

・会計部より、本部監査（11月25日）を受けました。費用根拠資料は正しく処理されており、適切に会計処理されていますという講評を受けました。
③審議事項
・来年度は、支部長及び監事の改選があります。支部長候補及び監事候補の投票に関し審議しました。
・事業部会に「公益財団法人埼玉県健康づくり事業団」が入会したいという要請が来て
います。
審議した結果、幹事より賛同がえられましたので、事業部会規約を一部訂正します。
　　次回幹事会予定

　　　　　　2021年2月5日（土）14:00～　　
（２）埼玉労働局長他よりの支部長周知・要請の依頼等
　　・支部事務所の机上の「供覧ファイル」に綴ってあります。
■事業部会員への新入会員のお知らせ
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	氏名
	泉　貢

	
	種類登録番号
	保健衛生　第５６６９号

	
	労働衛生コンサルタントオフィス泉〒336-0916埼玉県さいたま市緑区宮本2-25-19E-mail　　　　myizum12020@gmail.com電話/FAX　048-874-8296

	資格・その他

	第一種作業環境測定士､衛生工学衛生管理者､化学物質管理者､石綿取扱い作業従事者特別教育講師､有機溶剤業務従事者教育インストラクター､腰痛予防労働衛生教育インストラクター､VDT作業労働衛生教育インストラクター、フィツトテストインストラクター､ﾌｨﾂﾄﾃｽﾄ実務者､オキュペイシヨナルハイジニスト養成講座修了，水質関係第一種公害防止管理者、臨床検査技師、日本聴覚医学会認定技師、日本医師会感染性廃棄物安全処理推進者､上級健康食品管理士、他

	専門事項　特許　　著書その他特筆すべき事項

	・特殊健康診断(特に第二次健康診断)の企画･立案.実施後の作業環境管理、　作業管理等に関する改善措置の提案及び産業医への助言.・作業環境管理､作業管理､法令等についての相談対応.・産業保健に関する講演(最新の話題､法令の解説､リスクアセスメント等)・労働衛生管理体制の構築のお手伝い

	その他備考

	・今は､専門事項に加え､作業主任者技能講習(特定化学物質､有機溶剤､鉛、　石綿)の作業環境管理､保護具を担当しております。　また埼玉産業保健総合支援センター､埼玉県医師会産業医会等の外部派遣　講師も務めております。　これからも埼玉県で働く方々の衛生の水準の向上に少しでもお役にたてまいる　よう努力してまいりますので､よろしくお願いいたします。
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	事業場名
	公益財団法人埼玉県健康づくり事業団

	
	種類 登録番号
	工－828号

	
	〒355-0133　埼玉県吉見町江和井４１０－１
担当：環境測定課　徳留二郎（労働衛生コンサルタント）
E-mail; tokudome@saitama-kenkou.or.jp

TEL/FAX  0493-81-6074/0493-81-6753

	資格・その他

	プライマシーマーク認証取得、労働衛生サービス機能評価認証取得、作業環境測定総合精度管理事業合格機関
＜保健衛生スタッフ＞産業医、保健師、看護師、臨床検査技師、診療放射線技師、管理栄養士、健康運動指導士、産業カウンセラー
＜労働衛生工学スタッフ＞環境計量士、作業環境測定士、衛生工学衛生管理者、水質・大気公害防止管理者、甲種危険物取扱者、職業訓練指導員（化学分析）、石綿分析事業評価(合格技術者Ａランク)、建築物石綿建材調査者講習修了、振動工具取扱インストラクター講習修了、保護具フィットテスト講習修了

	専門事項　特許　　著書その他特筆すべき事項

	公益財団法人埼玉県健康づくり事業団は、働く人々の健康保持のための職域保健、住民の健康保持のための地域保健、児童・生徒及び教職員の健康保持のための学校保健等各分野にわたって県民の皆様の自主的な健康づくりを総合的に支援する目的で設立された団体です。
具体的には健康診断、出張健診、人間ドッグ、保健指導、栄養指導、運動指導、メンタルヘルスケアの他に、作業環境測定、建築物石綿調査、石綿気中濃度測定、作業主任者講習(有機溶剤・特定化学物質・鉛)開催をメインとした労働安全衛生事業を総合的に展開しています。
　当社は、以下のような普及啓発活動にも取り組んでいます。
　・結核予防事業、がん征圧運動、複十字シール運動に関する啓発活動
　・疾病予防、早期発見等、知識普及を図るためのＤＶＤ等資料の貸し出し

	その他備考

	この度令和４年度より、埼玉支部創設以来初めて組織団体として入会しました。
当社の目指す労働衛生コンサルタント事業として、健康診断有所見者に対する的確な健康アドバイス、職場出張診断（原因調査、環境測定、取扱工具、使用保護具の評価）、顧客の要望に沿った化学物質のリスクアセスメント評価（簡易評価、定性評価、定量評価）、振動工具取扱いリスクアセスメント評価、新たに導入される保護具のフィットテスト出張評価等、労働安全衛生に関するトータルサポート体制の構築を目指してまいります。


■皆様方からの寄稿・情報など
・過労自殺、半数が「直前にうつ」…６割超が医療機関受診せず
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（石田亨支部長　情報提供）
10/25(月) 5:00配信
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　２０１２～１７年度に労災認定された過労自殺者４９７人のうち半数が、自殺の原因となるうつ病などの精神疾患発症から６日以内に死亡していたことが、厚生労働省の調査でわかった。精神科などの受診歴がない人も目立ち、長時間労働などの負荷を受け突発的に亡くなるケースが多いとみられる。専門家は「会社や周囲は異変を早期に把握し、本人のストレスを軽減することが重要」と指摘する。 
　調査結果は、近く閣議決定される見通しの「過労死等防止対策白書」（２０２１年版）に盛り込まれる。
　過労自殺の労災認定にあたっては、関係者の聴取や記録資料などで事実関係を確認した上で、精神科医らが協議し、いつ、どのような原因で発症したかなどを検討している。
　今回の白書では、１２年度からの６年間に、うつ病などの精神疾患で労災認定された自殺者４９７人（男性４７９人、女性１８人）を分析。発症から死亡までの日数は「６日以下」が２３５人（４７％）で最も多く、「７～２９日」が９３人（１９％）、「３０～８９日」が７５人（１５％）だった。
　自殺前に「仕事内容、仕事量の大きな変化」があったケースが１７７件、次いで「２週間以上の連続勤務」が１０９件、「上司とのトラブル」が９２件、「いじめ、暴行」が６０件。労働時間についてみると、「恒常的な長時間労働」が２０１件で、１か月間の残業が１６０時間以上の「極度の長時間労働」が８８件に上った。
　発症時の年齢は、４０歳代が最多の１６３人、３０歳代が１２９人で、働き盛りの世代が半数超を占めた。全体の６割超にあたる３１８人が精神科など疾患に関する医療機関を受診しておらず、特に「極度の長時間労働」だった自殺者８８人は、４分の３にあたる６７人が受診していなかった。
　過労死弁護団全国連絡会議幹事長の玉木一成弁護士は「会話や笑顔が減り、睡眠障害や食欲不振などの症状がある時は要注意で、上司や同僚、家族らは変化を見逃さないようにしたい。経営者や管理職が労働時間を適切に管理し、過重な労働を防がなければならない」と話している。


・👂耳寄り情報(消費税) 　　　　　　　　　　　　　　（石田亨支部長　情報提供）
　皆さんの中には、仕事の報酬として消費税をつけてもらうケースがあるかと思います。

この場合、の消費税の処理についてどうされているでしょうか。

基準期間(個人事業主の場合は前前年)の課税売上が1,000万円以下ですと消費税の免税事業者に該当し、消費税の納付義務は生じません。

免税事業者は、売り上げの計上は「消費税込み」となっていますので、もらった消費税は売り上げに計上すればよいということになります。つまり、所得税の課税対象として計上するということになります。

又、消費税法や国税庁の通達では、免税事業者は消費税を請求してはいけない旨は記載されていません。また、免税事業者も消費税を上乗せして請求しなければ、仕入れ時に払った消費税を自己負担しなければならないことになります。
・10月12日　安衛法見直しへ議論（建設通信新聞）　　　　
（佐藤光男事業部会員　情報提供）
　厚生労働省は11日、アスベスト（石綿）訴訟の判決で、国の責任を認める司法判断で、国の責任を認める司法判断が確定したことうを受けた対応の検討に着手した。最高裁判決で規制が不十分と判断され、国が敗訴した争点などを踏まえ、▽一人親方などの安全衛生対策▽有害性の警告表示の義務付け▽集じん機付電動工具の使用義務―の３項目について、関係安全衛生法令規定の見直しなどを進める。（Ctrlキーを押しながらクリックして下さい）
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・1月5日　（讀賣新聞）
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　警察庁は4日、昨年の全国の交通事故死者数は2636人で、前年の2839人から203人（７％）減少し、統計が残る1948年以降で最小を更新したと発表した。初めて3000人を割った2020年に続き、新型コロナウイルスの感染拡大による外出自粛が影響した可能性があり、警察庁が分析を進めている。
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・アスファルト工場のミキサーで男性2人死亡　メンテナンス中に稼働か
（石田亨支部長　情報提供）
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1/9(日) 18:58配信

ミキサーに2人が閉じ込められる事故があった「多摩アスコン」の工場=2022年1月9日午後5時23分、東京都府中市四谷5丁目、朝日新聞社ヘリから、迫和義撮影


　9日午後2時ごろ、東京都府中市四谷5丁目のアスファルト製造会社「多摩アスコン」の工場から、「ミキサーの機械の中に2人が閉じ込められた」と119番通報があった。警視庁や東京消防庁によると、消防が救助活動を行ったが、40代男性と20代男性の死亡が確認された。府中署などによると、ミキサーはアスファルトの材料を混ぜるためのもので、2人はミキサーのメンテナンス作業中だったという。何らかの原因でミキサーが稼働し、2人が巻き込まれたという。多摩アスコンのホームページによると、同社は2016年設立。アスファルトの製造や販売などを主に行っている。
<コメント>
記事によると、“メンテナンス中”とのことです。

労働災害は、本来業務以外の非定常作業である「機械設備の点検、調整、注油、増締め、検査作業、清掃作業」といった作業中にも多く発生しています。
作業標準書や作業手順書等を作成し、これをもとに指導教育していくことが重要と思われます。

次号は令和4年4月中旬頃発行予定です。皆様よりの情報提供を期待しています。

[image: image23.png]*wﬁ -l

NgEeR:
i =3

BRHPEREW ST BN
KUK (0%) BSOTK
. ECHEHVROTIE
BRI JARIHDNE
QRN BIER
FHOBRERA-GUREN





[image: image4.png]



雪景色











� EMBED Paint.Picture.1  ���





� EMBED Paint.Picture.1  ���





� EMBED Paint.Picture.1  ���





� EMBED Paint.Picture.1  ���





� EMBED Paint.Picture.1  ���





� EMBED Paint.Picture.1  ���





� EMBED Paint.Picture.1  ���





� EMBED Paint.Picture.1  ���





・今回のSSHCONニュースに対するご感想・意見等をお寄せ下さい。


・みなさんがお持ちの情報、写真等で会員のみなさんに提供したいものがありましたら、連絡下さいますようお願い致します。
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